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昨昨年年３３月月にに発発生生ししたた東東日日本本大大震震災災はは、、国国内内にに甚甚大大なな人人的的・・物物的的被被害害ををももたたららししままししたた。。
いいつつ発発生生すするるかかわわかかららなないい自自然然災災害害にに対対応応ででききるるよようう、、日日ごごろろかからら地地震震ななどどのの災災害害にに備備ええ
ままししょょうう（（２２面面ににつつづづくく））。。
ままたた、、昨昨年年６６月月ににはは、、全全住住宅宅をを対対象象にに住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置がが完完全全義義務務化化ととななりりまましし
たた。。火火災災をを早早期期にに発発見見しし、、被被害害をを最最小小限限にに抑抑ええるるたためめににもも、、火火災災警警報報器器をを設設置置ししままししょょうう。。

消
防
局
で
は
、
２
月
１
日
�
か
ら
５
月
６
日
�
ま

で
を
「
林
野
火
災
特
別
警
戒
」
期
間
と
し
、
山
火
事

予
防
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
警
防
対
策
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

山
火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

防
火
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

消
防
局
と
消
防
団
が
連
携
し
て
林
野
火
災
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
〜
東
消
防
署
】

◇
と
き

２
月
１２
日
�
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

善
根
寺
町
１
丁
目
３
８
０
番
地
の
８

周
辺
一
帯

【
林
野
火
災
総
合
訓
練
】

◇
と
き

２
月
１９
日
�
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

日
下
町
１
丁

目
か
ら
上
石
切
町
２
丁
目
周

辺
一
帯

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
の
火
災

・
救
急
概
況
が
表
の
と
お
り

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
、
火

災
の
原
因
１
位
の
放
火
（
疑

い
を
含
む
）
件
数
が
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
が
、
火
災
に

よ
る
高
齢
者
の
焼
死
事
故
が

増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
件
数
は
、
２

万
７
７
１
７
件
で
過
去
最
高

の
出
動
件
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
搬
送
さ
れ
た
方
の
年
齢

区
分
で
は
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
搬
送
人
数
が
前
年
よ

り
６
１
４
人
増
加
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
搬
送
人
数
も
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
１
日
�
か
ら
７
日
�
ま
で
全
国
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
る
の
に
あ

わ
せ
、
消
防
局
で
も
次
の
と
お
り
消
防
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
３
月
５
日
�
に
西
消
防
署

が
行
う
消
防
訓
練
に
は
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
水
泳
バ
タ
フ
ラ
イ
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
山
本
貴
司
さ
ん
が
一
日
消
防
署
長
と

し
て
参
加
す
る
予
定
で
す
。
地
域
で
の
防
災

訓
練
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
防

災
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
消
防
訓
練
〜
中
消
防
署
】

◇
と
き

２
月
２９
日
�
午
前
１０
時
〜
１１
時

◇
と
こ
ろ

消
防
局
消
防
訓
練
施
設
（
稲

葉
１
）

【
消
防
訓
練
〜
西
消
防
署
】

◇
と
き

３
月
５
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

近
畿
大
学
３８
号
棟
お
よ
び
そ

の
周
辺
（
小
若
江
３
）

平成２２年

２０８件

８０件

２４件

２６件

８３件

２８件

４４件

１４件

０件

２人

３５人

２７，３１６件

１７，３１４件

３，６１４件

３，４６７件

２３，４６８人

１，４０９人

９９４人

１０，１２５人

１０，９４０人

平成２３年

１９２件

４３件

２７件

２４件

７６件

２３件

４５件

１４件

２件

８人

３５人

２７，７１７件

１７，７７６件

３，７２３件

３，３８５件

２３，９３３人

１，５０７人

１，１２７人

９，７４５人

１１，５５４人

火災件数

放火（疑いを含む）

たばこ

こんろ

住宅、併用・
共同住宅

工場

その他の建物

車両火災

林野火災

死者

負傷者

救急件数

急病

一般負傷

交通事故

搬送人数

０～６歳

７～１７歳

１８～６４歳

６５歳以上

建
物
火
災

お
も
な
原
因

お
も
な
用
途

死
傷
者

お
も
な
種
別

年
齢
区
分

火

災

救

急

― 発行所 ―
東大阪市消防局
東大阪市稲葉
1―1―9
TEL０７２（９６６）９６６３
FAX０７２（９６６）９６６９

平成２３年中の火災・救急概況（速報）

「消したはず 決めつけないで もう一度」（平成２３年度全国統一防火標語）

林
野
火
災

特
別
警
戒
実
施
中

春の全国火災予防運動

２０１２年（平成２４年）
№９６

山本貴司さん

救急安心センターおおさか～救急医療相談・医療機関案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９



製造ロット番号と品質保証期限は、
缶底に表示しています。

2005年10月が品質保証期
限の場合、以下のように
記載されています。
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適
応
火
災
の
絵
表
示

使
用
期
限

使
用
上
・
管
理
上

の
必
要
事
項
な
ど

加
圧
式
ま
た
は

蓄
圧
式
の
種
別

住
宅
用
消
火
器
で
な
い
こ
と

反応なし

呼吸をみる

呼吸なし※１

☆人工呼吸ができる場合は30：2で胸骨圧迫に人工呼吸を加える
　人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみ行う

ＣＰＲ
☆ただちに胸骨圧迫を開始する
強く（成人は少なくとも５ｃｍ、小児は胸の厚さの約１/３）、
速く（少なくとも100回 /分）、絶え間なく（中断を最小にする）

A E D到着

※2  強く速く、絶え間ない胸骨圧迫を

A E Dの電源を入れて、
音声ガイドの指示に従う
電気ショックは必要か？

ショック１回

ショック後ただちに胸骨
圧迫からＣＰＲを再開※2

ただちに胸骨圧迫から
ＣＰＲを再開※2

気道を確保
応援・救急隊を待つ
回復体位（体を横に
すること）にする

大声で叫び応援を呼ぶ
119番通報・AEDの手配

普段どおりの
呼吸あり

※１  呼吸を観察し、胸部・腹部の動きを見て普段
　    どおりでない場合は「胸骨圧迫」へ進む

必要あり 必要なし

住宅用消火
器であるこ
と

使用期限

使
用
上
・
管
理
上
の

必
要
事
項
な
ど

昨
年
か
ら
消
火
器
の
規
格
が

改
正
さ
れ
、
表
示
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
古
い
表
示
の
消
火
器

は
、
今
年
か
ら
新
規
設
置
・
販

売
・
リ
ー
ス
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
業
所
で
す
で
に
設
置
し
て

い
る
消
火
器
は
、
平
成
３３
年
１２

月
３１
日
ま
で
定
期
的
に
点
検
を

実
施
し
、
安
全
性
が
確
認
で
き

た
も
の
は
引
き
続
き
使
用
で
き

ま
す
。
家
庭
に
は
、
設
置
義
務

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
換
な
ど

の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
火
器
を
廃
棄
す
る

場
合
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要

で
す
。
く
わ
し
く
は
消
火
器
メ

ー
カ
ー
ま
た
は
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
、
近
く
の

消
防
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
署
で
は
消
火
器
の

引
取
り
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。◇

問
合
せ
先

消
火
器
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

０
３

（
５
８
２
９
）
６
７
７
３

住宅用消火器の新規表示

地
震
大
国
「
日
本
」
に
お
い
て
、
地
震

対
策
は
必
須
で
す
。

今
後
３０
年
以
内
に
発
生
す
る
と
予
想
さ

れ
る
東
南
海
・
南
海
大
地
震
な
ど
、
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に

備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

次
の
地
震
対
策
や
適
切
な
行
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

消防局では、昨年３月１１

日の東日本大震災の発生当

日に警防本部を立ち上げ、

緊急消防援助隊・大阪府隊

として８隊３２人の隊員が岩

手県大�町へ出動し、３月
１１日から３月２０日まで救助

活動などの支援を行いまし

た（写真）。

活動の詳細は表のとおり

です。

業務用消火器の新規表示

事

前

準

備

【
防
災
知
識
の
習
得
】

地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
防
災
知
識

や
防
災
行
動
力
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
内
で
の
防
災
会
議
】

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、

家
族
が
慌
て
ず
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
次
の
こ
と
を
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場

所
は
ど
こ
か

▽
避
難
の
た
め
に
家
を
離
れ

る
と
き
、
火
気
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

所
は
ど
こ
か

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
の
避
難

の
介
助
は
誰
が
担
当
す
る
の
か

▽
非
常
持
出
袋
を
準
備
し
、

ど
こ
に
置
い
て
お
く
か

※
非
常
持
出
袋
…
懐
中
電
灯

や
ラ
ジ
オ
、
電
池
、
衣
類
、
飲

料
水
、３
日
間
ほ
ど
の
食
料（
非

常
食
）、応
急
手
当
資
材
な
ど
避

難
生
活
に
必
要
な
物
を
一
つ
に

ま
と
め
た
袋
。

【
避
難
場
所
の
確
認
を
】

自
宅
近
く
の
市
が
指
定
す
る

第
一
次
避
難
所
（
す
べ
て
の
市

立
小
・
中
学
校
）
の
場
所
や
経

路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。【家

具
な
ど
の
転
倒
防
止
を
】

家
具
な
ど
は
転
倒
し
な
い
よ

う
に
突
っ
張
り
棒
や
留
め
具
な

ど
で
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。【

消
火
器
な
ど
の
設
置
を
】

火
災
な
ど
に
備
え
て
、
消
火

器
や
消
火
用
水
（
水
バ
ケ
ツ
）

な
ど
を
わ
か
り
や
す
い
場
所
に

設
置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

発
生
時
の
対
応

地
震
直
後

【
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
】

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
丈
夫
な
机
な
ど
の
下
に
身

を
隠
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
気
か
ら
離
れ
る
】

都
市
ガ
ス
は
、
震
度
５
相
当

以
上
の
地
震
で
自
動
的
に
遮
断

さ
れ
ま
す
。
無
理
に
火
を
消
そ

う
と
せ
ず
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な

い
】揺

れ
て
い
る
と
き
に
、
慌
て

て
外
へ
出
る
と
落
下
物
な
ど
で

け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
揺
れ
は
通
常
１
分
程
度

で
収
ま
る
の
で
、
揺
れ
が
収
ま

っ
て
か
ら
、
周
囲
の
状
況
を
確

認
し
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

【
家
族
の
安
全
確
認
を
】

け
が
人
が
出
た
場
合
は
、
応

急
手
当
て
を
し
、
必
要
に
応
じ

て
近
隣
の
住
人
に
助
け
を
求
め
、

病
院
へ
行
く
こ
と
も
考
え
ま
し

ょ
う
。

【
火
元
の
確
認
を
】

こ
ん
ろ
、
ア
イ
ロ
ン
、
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

ま
し
ょ
う
。
万
一
、
出
火
し
た

場
合
は
、
火
が
小
さ
い
う
ち
に

消
火
器
な
ど
で
消
火
し
、
一
人

で
難
し
い
と
き
は
、
大
声
で
近

隣
の
住
人
に
火
災
を
知
ら
せ
、

協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

【
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
を
つ
け

て
情
報
収
集
を
】

被
害
状
況
な
ど
、
正
し
い
情

報
を
早
く
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

【
早
い
避
難
行
動
を
】

大
地
震
の
場
合
、
余
震
や
二

次
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
地
域
で
助
け
合
い
、

早
い
段
階
で
市
が
指
定
し
て
い

る
第
一
次
避
難
所
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
の
際
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。▽

火
元
を
確
認
す
る

▽
荷
物
は
な
る
べ
く
最
小
限

（
非
常
持
出
袋
の
み
が
望
ま
し

い
）
に
し
て
、
避
難
生
活
に
必

要
な
物
だ
け
に
す
る

▽
運
動
靴
な
ど
動
き
や
す
い

格
好
で
避
難
す
る

▽
道
路
状
況
が
悪
く
な
っ
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
と
と
も
に
緊

急
車
両
の
優
先
通
行
の
た
め
、

車
は
利
用
し
な
い

▽
避
難
先
の
所
在
地
や
連
絡

先
を
玄
関
に
示
し
て
お
く

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
が
れ
き
な

ど
に
は
近
づ
か
な
い

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
�
製

造
の
一
部
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式

簡
易
消
火
具
で
、
破
裂
や
亀

裂
な
ど
の
事
故
が
平
成
１７
年

か
ら
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

市
内
の
家
庭
で
も
、
今
年

の
１
月
２３
日
に
同
消
火
具
の

破
裂
事
故
（
写
真
）
が
発
生

し
ま
し
た
。

同
消
火
具
の
表
に
示
す
商

品
は
、
事
故
が
発
生
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
同
社
で
は

自
主
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、

所
持
し
て
い
る
方
は
、ヤ
マ
ト

プ
ロ
テ
ッ
ク
�
お
客
様
相
談

窓
口
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

ヤ
マ
ト
プ

ロ
テ
ッ
ク
�
お
客
様
相
談
窓

口

０
１
２
０
（
８
０
１
）

０
８
４

自分の前で突然、誰かが倒れたらど

うしますか。すぐに手を差しのべ助け

てあげられるのは、あなたとその周り

の人だけです。

新しい心肺蘇生法（救急蘇生法指針

「２０１０」）は、より分かりやすく、また

実施しやすくなっています。

いざというときのために心肺蘇生法

を身につけ、大切な命を守りましょう。

「
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る

政
令
」お
よ
び「
危
険
物
の
規

制
に
関
す
る
規
則
」の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
が
昨
年
１２
月

２１
日
に
公
布
さ
れ
、
炭
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加

物
が
消
防
法
上
の
第
一
類
の

危
険
物
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化

水
素
付
加
物
は
、
漂
白
剤
や

除
菌
剤
、
消
臭
剤
な
ど
に
含

ま
れ
、
生
活
必
需
品
と
し
て

幅
広
く
流
通
し
て
お
り
、
ス

ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

薬
局
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
商
品
で
あ
っ
て
も
、
炭
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付

加
物
を
含
む
も
の
と
含
ま
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
商
品
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
メ
ー

カ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
で
使
用
す
る

た
め
に
保
管
し
て
い
る
程
度

で
あ
れ
ば
、
規
制
が
か
か
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
物
は
貯
蔵
・
取
り
扱

う
数
量
に
よ
っ
て
、「
消
防
法
」

ま
た
は
「
東
大
阪
市
火
災
予

防
条
例
」に
定
め
る
基
準
に
適

合
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水

素
付
加
物
は
第
一
類
の
危
険

物
と
し
て
規
制
を
受
け
ま
す

が
、
そ
の
性
質
の
違
い
に
よ

り
規
制
を
受
け
る
貯
蔵
・
取

り
扱
う
数
量（
指
定
数
量
）が

異
な
り
ま
す
。性
質
ご
と
の
指

定
数
量
は
表
の
と
お
り
で
す
。

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、

７
月
１
日
の
施
行
日
か
ら
規

制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。く

わ
し
く
は
消
防
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

炭酸ナトリウム過酸化水素付加物
の多くは白色の粉末・顆粒状です

危
険
物
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
る
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の

う
ち
、
直
接
埋
設
さ
れ
た
鋼

製
一
重
殻
タ
ン
ク
の
許
可
申

請
書
類
に
基
づ
い
て
、「
腐
食

の
お
そ
れ
が
特
に
高
い
地
下

貯
蔵
タ
ン
ク
」
ま
た
は
「
腐

食
の
お
そ
れ
が
高
い
地
下
貯

蔵
タ
ン
ク
」
の
区
分
に
よ
り

内
面
の
腐
食
を
防
止
す
る
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

関
係
事
業
者
は
、
基
準
の
適

合
に
向
け
て
、
平
成
２５
年
１

月
３１
日
ま
で
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
警
防
部
予
防

広
報
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。◇

問
合
せ
先

予
防
広
報

課

０
７
２（
９
６
６
）９
６

６
２
、
�
０
７
２（
９
６
６
）

９
６
６
９

規 制 概 要

５０㎏以上を貯蔵または取り扱う場合は、消防法
に基づく市町村長などの許可が必要。
１０㎏以上５０㎏未満を貯蔵または取り扱う場合は、
東大阪市火災予防条例に基づく届出が必要。

３００㎏以上を貯蔵または取り扱う場合は、消防法
に基づく市町村長などの許可が必要。
６０㎏以上３００㎏未満を貯蔵または取り扱う場合は、
東大阪市火災予防条例に基づく届出が必要。

１，０００㎏以上を貯蔵または取り扱う場合は、消防
法に基づく市町村長などの許可が必要。
２００㎏以上１，０００㎏未満を貯蔵または取り扱う場合
は、東大阪市火災予防条例に基づく届出が必要。

※東大阪市火災予防条例により規制を受ける数量は、指定数量の５分の１以上指定数量未満。

指定数量

５０㎏

３００㎏

１，０００㎏

性質

第一種
酸化性
固体

第二種
酸化性
固体

第三種
酸化性
固体

ＦＭボーイｋ

品質保証期限

２００５．０２

２００５．０２

２００５．０３

２００５．０４

２００５．０５

２００５．０５

２００５．０６

２００５．０６

２００５．０７

２００５．１０

製造ロット番号

ＫＮ３０１

ＫＮ３２２

ＫＤ３１９

Ｋ１４２５

Ｋ２４０８

Ｋ２４２１

Ｋ３４０６

Ｋ３４１８

Ｋ４４２３

Ｋ７４２５

ヤマトボーイＫＴ

品質保証期限

２００５．０１

２００５．０２

２００５．０３

２００５．０４

２００５．０５

２００５．０５

２００５．０６

２００５．０６

２００５．０７

２００５．１０

製造ロット番号

ＫＯ３３１

ＫＮ３２６

ＫＤ３１７

Ｋ１４２６

Ｋ２４０７

Ｋ２４２０

Ｋ３４０７

Ｋ３４１９

Ｋ４４２２

Ｋ７４２４

出 動 概 要

【第１次出動隊】

出動日時 ３月１１日午後８時 帰任 ３月１５日午後７時３０分
出動隊および人数 消火部隊・救助部隊 計３隊１４人
活動内容 検索・救助活動

【第２次出動隊】

出動日時 ３月１２日午後２時３０分 帰任 ３月２０日午前１１時３０分
出動隊および人数 後方支援隊 １隊３人
活動内容 物資の搬送、活動隊の後方支援、検索活動

【第３次出動隊】

出動日時 ３月１３日午後２時３０分 帰任 ３月２０日午前１１時３０分
出動隊および人数 消火部隊・救助部隊 計３隊１３人
活動内容 検索・救助活動

【第４次出動隊】

出動日時 ３月１５日午後３時 帰任 ３月２０日午前１１時３０分
出動隊および人数 消火部隊・救助部隊の増員 １隊２人
活動内容 検索・救助活動

電気
火災用

油
火災用

普通
火災用

変
更
後

変
更
前

市
で
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、
リ
ー
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
大
阪
ア

リ
ー
ナ
、
学
校
園
な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
し
て
い
ま
す

新しい心肺蘇生法

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動がががががががががががががががががががががががががががががががががががが命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命をををををををををををををををををををををををををををををををををををを救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救うううううううううううううううううううううううううううううううううううう������������������������������������
日日ごごろろかからら震震災災へへのの対対策策をを

いいざざとといいううととききののたためめにに

新しい心肺蘇生法の手順

身につけよう�

危
険
物
の
規
制
が
一
部
改
正

炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加
物
を
追
加

市消防局・緊急消防援助隊が
被災地で活動

東北を救う出動

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の

流
出
事
故
防
止
対
策
を

家族の命を守るため住宅に
住宅用火災警報器を設置しましょう

消消消消消消消消
火火火火火火火火
器器器器器器器器
のののののののの
表表表表表表表表
示示示示示示示示
がががががががが
変変変変変変変変
更更更更更更更更

破裂事故が発生しています

古
い
表
示
の
消
火
器
の
販
売
な
ど
に
ご
注
意

エアゾール式簡易消火具

自主回収対象商品

（２）平成２４年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２４年２月１５日（３）
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害
災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害

最最最最最最最最最最最最最
前前前前前前前前前前前前前
線線線線線線線線線線線線線

最最最最最最最最最最最最最
前前前前前前前前前前前前前
線線線線線線線線線線線線線

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線

立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
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めめめめめめめめめめめ
ににににににににににに

ののののののののののの
たたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめ
ににににににににににに

のののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
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東大阪市消防局連絡先一覧

東大阪市消防局（稲葉１―１―９）
�０７２（９６６）９６６９

総務部総務課………………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課…………０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課……０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課………………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室…………０７２（９６６）９６６５

�０７２（９６６）８８８４
防災学習センター…………０７２（９６６）９９９８

�０７２（９６６）９９９０
東消防署（鳥居町３―３） ……０７２（９８３）０１１９

�０７２（９８５）６５０３
中消防署（稲葉１―１―９） ……０７２（９６６）０１１９

�０７２（９６６）６４６５
西消防署（御厨栄町３―１―４１）…０６（６７８８）０１１９

�０６（６７８８）１３７４

もしものときの問合せ先

◇病気やけがで迷ったとき、診察してくれ
る救急病院を知りたいときは…
�救急安心センターおおさか
＃７１１９《３６５日２４時間対応》

※上記番号でつながらない場合は０６

（６５８２）７１１９

�大阪府救急医療情報センター
０６（６７６１）１１９９《３６５日２４時間対応》

◇夜間の子どもの急病時、病院に行ったほ
うがいいのか迷ってしまう…
�小児救急電話相談室
＃８０００《午後８時～翌午前８時》

※上記番号でつながらない場合は０６

（６７６５）３６５０

◇夜間、休日の歯科診療は…
�休日・夜間緊急歯科診療所
大阪府歯科医師会館（大阪市天王寺区

堂ヶ芝１―３―２７）

�休日緊急歯科診療
０６（６７７２）８８８６《日曜・祝日午前９時３０

分～午後４時》

�夜間緊急歯科診療
０６（６７７４）２６００《毎日午後９時～翌午前

３時》

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などによる
急性中毒事故が起きてしまったときは…
�中毒１１０番
�日本中毒情報センター
０７２（７２７）２４９９《３６５日２４時間対応》

◇たばこを誤って飲んでしまったときは…
次のときはすぐに病院で診療を受けて

ください。 �たばこが浸かっていた水を
飲んだ �２�以上たばこを食べた �
何らかの症状が出ている

※緊急性があると思ったら迷わず１１９番通
報で救急車を呼んでください。
�たばこ専用電話
�日本中毒情報センター
０７２（７２６）９９２２《３６５日２４時間対応・テ

ープによる情報提供》

◇東大阪市消防局公式ホームページ
東大阪市消防局の最新情報を随時掲載

しています。

◇東大阪市消防局災害案内
市内で発生している火災の情報を機械

音声で案内しています。

０７２（９６６）９９９１

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報
市内で発生して

いる火災や前日ま

での火災、救急件

数を公開していま

す。

意
見
発
表
会
の
内
容

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

―「
東
消
本
部
か
ら
各
隊
、至

急
帰
署
せ
よ
�
」警
防
パ
ト
ロ
ー

ル
中
、
指
令
室
か
ら
の
緊
急
帰

署
命
令
。
何
事
か
と
つ
け
た
テ

レ
ビ
に
映
っ
て
い
た
津
波
の
映

像
に
対
し
、
恐
怖
を
感
じ
た
の

は
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
ま
す
。「
え
〜
っ
、
な
ん
や
こ

れ
は
�
家
が
流
さ
れ
て
る
…
人

は
ど
う
な
っ
た

ん
や
」
思
わ
ず

声
を
出
し
て
、

食
い
入
る
よ
う

に
テ
レ
ビ
を
見

て
い
ま
し
た
。

私
は
東
日
本

大
震
災
の
第
一

次
派
遣
隊
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
正

直
戸
惑
い
と
不
安
を
感
じ
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
日
は
母

が
持
病
で
入
院
す
る
日
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
す
。「
お
か
ん
心
配

す
る
や
ろ
う
な
〜
」
で
も
、
被

災
地
の
た
め
、
少
し
で
も
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
母

に
電
話
を
し
て
み
る
と
、
初
め

は
驚
い
て
い
ま
し
た
が
「
体
に

は
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
お

い
で
や
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
と
て
も
身
に
し
み
る
言
葉

で
し
た
。

３０
時
間
以
上
の
移
動
後
、
私

せ
い

さ
ん

は
あ
の
テ
レ
ビ
で
見
た
凄
惨
な

光
景
の
被
災
地
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。
身
体
に
突
き
刺
さ
る
よ

う
な
寒
さ
の
中
、
活
動
場
所
の

大
�
町
へ
向
か
う
道
中
で
私
た

ち
の
車
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ

る
人
や
「
頼
む
ぞ
ー
�
」
と
叫

ん
で
る
人
が
い
た
の
で
す
。
そ

の
光
景
を
目
に
し
た
と
き
、
私

は
身
震
い
し
、
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
絶
対
に
助
け
出

し
て
や
る
ぞ
…
」
そ
う
固
く
心

に
誓
い
ま
し
た
。

活
動
は
「
本
当
に
生
き
て
い

る
人
は
い
る
の
か
」「
自
分
は
死

ん
で
い
る
人
を
探
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
、
悲
惨
な
状
況

で
し
た
。
２
日
間
の
活
動
を
終

え
て
私
は
被
災
地
の
方
に
申
し

訳
な
い
気
持
ち
と
、
無
力
感
を

感
じ
、
出
発
か
ら
そ
の
と
き
ま

で
抱
い
て
い
た
気
持
ち
は
打
ち

砕
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き

大
阪
に
帰
っ
て
く
る
と
、
綺

れ
い麗
な
街
並
み
と
活
気
あ
ふ
れ
る

人
々
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

入
院
中
の
母
に
会
い
に
行
く

と
「
無
事
で
良
か
っ
た
」
そ
う

言
っ
て
、
強
く
抱
き
し
め
て
く

れ
ま
し
た
。「
た
だ
い
ま
。
あ
り

が
と
う
」
普
段
恥
ず
か
し
く
て

言
え
な
い
よ
う
な
言
葉
が
自
然

と
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
家
族
と
の

絆
は
少
な
か
ら
ず
強
く
な
り
、

普
段
の
何
気
な
い
生
活
が
ど
れ

ほ
ど
幸
せ
な
も
の
な
の
か
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
日
、テ
レ
ビ
で
見
る
た
び
、

「
遺
体
で
も
家
族
に
も
う
一
度

会
え
て
良
か
っ
た
」
と
涙
な
が

ら
伝
え
る
遺
族
の
姿
を
見
て
、

「
私
た
ち
の
活
動
は
決
し
て
無

駄
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
感

じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

私
は
今
回
、
病
気
で
入
院
す

る
母
を
残
し
た
心
配
な
気
持
ち

の
中
で
東
北
へ
行
っ
た
わ
け
で

す
が
、「
東
北
の
同
士
は
家
族
の

安
否
が
わ
か
ら
な
い
な
か
で
活

動
し
て
い
た
の
に
…
自
分
は
な

ん
て
甘
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん

だ
？
我
々
消
防
職
員
の
使
命
は

そ
こ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
�

ど
ん
な
と
き
で
も
家
族
を
犠
牲

に
し
て
で
も
市
民
の
生
命
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
」

と
い
う
消
防
人
と
し
て
当
た
り

前
の
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

現
在
、
私
は
救
助
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、

人
と
し
て
「
大
切
な
家
族
を
、

友
達
を
、
仲
間
を
絶
対
に
守
り

た
い
�
」。し
か
し
、
そ
う
い
っ

た
気
持
ち
を
押
し
殺
し
て
、
市

民
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
災
害

現
場
で
も
最
前
線
に
立
ち
、
消

防
職
員
と
し
て
の
使
命
を
ま
っ

と
う
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
消
防
局
で
は
職
員
の
自
己
啓
発
意

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
欲
を
職
務
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
発
表
会
に
は
、
１０
人
の
消
防
職
員
が
参
加

し
、
神
谷
佳
宏
消
防
士
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

神
谷
消
防
士
は
、
６
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

る
全
国
消
防
職
員
意
見
発
表
会
を
め
ざ
し
、
４
月

の
大
阪
府
消
防
職
員
意
見
発
表
会
に
東
ブ
ロ
ッ
ク

消
防
本
部
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

�普通救命講習会
◇とき・ところ（変更する場合があります）

ところ

西消防署３階講堂

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

消防局４階防災学習センター

東消防署２階研修室

西消防署３階講堂

西消防署３階講堂

中消防署５階会議室

東消防署２階研修室

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

◇内容
�応急手当の必要性 �人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法）
�止血法 �ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法

◇申込方法
講習会の１か月前～１週間前に電話で

■申込み・問合せ先
救命講習受付 ０７２（９６６）０７９９
※受付時間は午前９時～午後５時３０分（月曜日または月曜日が祝
日の場合は翌日、１２月３０日～翌年１月４日を除く）。受付時間以
外の時間帯は、各消防署の救急担当へお問合せください。

表の日程以外でも１０人以上の参加が可能な場合、相談に応じて随時
講習会を開催します。また、職員が出向いて開催することもできます。

講習日時

３月１８日�午後１時～４時
４月９日�午後６時～９時
５月１２日�午後１時～４時
６月１７日�午後１時～４時
７月９日�午後６時～９時
８月１１日�午後１時～４時
９月１６日�午後１時～４時
１０月８日�午後６時～９時
１１月１０日�午後１時～４時
１２月１６日�午後１時～４時
１月２７日�午後１時～４時
２月９日�午後１時～４時
３月１７日�午後１時～４時

平
成
２４
年

平
成
２５
年

�防火管理者講習会
◇とき

申込期間（申込先着順）

４月９日�～２７日	

７月１７日
～８月３日	

１０月９日
～２６日	

１月８日
～２５日	

☆いずれも午前１０時～午後４時５０分（２日目は午後４時
４０分まで）で計２日間。定員は各９０人

◇ところ
消防局４階防災学習センター多目的ホール
◇内容
消防法第８条に定める甲種防火管理者の資格を取得する
ための講習
◇申込方法
申込書に必要事項を書いて、各消防署に直接 ※申込書
は各消防署で配布。市ホームページからダウンロードもで
きます。

■申込み・問合せ先
東消防署 ０７２（９８３）０１１９
中消防署 ０７２（９６６）０１１９
西消防署 ０６（６７８８）０１１９
※受付時間は土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５
時３０分。

講 習 日

５月１４日�・１５日


８月２０日�・２１日


１１月１２日�・１３日


２月１２日
・１３日�

平成
２４年

平成２５年

岩岩手手県県大大��町町でで活活動動にに向向かかうう隊隊員員

経
験
か
ら
の
誓
い

防火管理者講習会・普通救命講習会
学びませんか

神谷佳宏消防士

意見発表会

（４）平成２４年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報


